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一

　
社
会
の

変
化、

め

ま

ぐ

る

し

い

経
済
文
化
の

発
達
は

、

わ
れ

わ

れ
の

生
活
に

著
し

い

影

響
を

及
ぼ
し

た
。

と
く
に

、

若
者

達
の

人
生
へ

の

成

否
を

与
え

る

受
験
体
制
下
に

お

け

る

受
験
戦
争
の

激

化
は

、

青
少
年
の

心

情
を

大
き
く

変
え

た
。

著
し

い

急
速
な

時
代
の

進
展
に

伴
い

、

社
会

の

情
勢
が

台
頭
す
る

情
報
時
代
の

鍵
を

握

り
、

子

供

達
の

遊
び

は
、

フ

ァ

ミ

コ

ソ
、

パ

ソ

コ

ソ

等
の

ゲ

ー

ム

が

主

流
と
な

り
、

社
会
で

は

学
歴

が

重
視
さ

れ
、

小
・

中
学
生
の

塾
通
い

を

す
る

事
が

今
や

常
識
と
な

る

に

至
っ

た
。

そ
の

た

め

知
識
力
は

向
上
し

て

も
や
丶

も

す
る

と

精
神
面

に

欠
け

、

協
力
性

、

協
調
性
に

乏
し

い

自
己

中
心

的
な

少
年
達
が

多
く

な
る

結
果

と
な
っ

た
。

こ

れ
ら
の

問
題
は
マ

ス

コ

ミ

等
の

影
響
に

よ

る

と
こ

ろ

も

大
き
い

と

思
わ

れ
る
が

、

多
数
の

出
版
物

、

テ
レ

ビ

番
組、

ビ

デ
オ

等
が

出
廻
り

、

現
代
少
年
達
は

そ
の

中
で

成
長
し

、

そ
の

受
身

の

も

と
に

生

活
を

し

て

い

る

の

で

あ

る
。

　
現
代
の

社
会
を

情
報
化

時
代
と
か

、

ハ

イ

テ

ク

時
代
と

呼
ば

れ
て

い

る
よ

う
に

、

コ

ソ

ピ
ュ

ー

タ

ー

や
、

ワ

ー

プ

ロ

等
の

機
械
が

急
速
に

普

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　（
1

）

及
し

、

こ

れ

が
ま

た
、

新
た

な
ス

ト

レ

ス

源
と

な
っ

て

い

る
。

我
々

は

不

自
然
な

悪
質
の

ス

ト

レ

ス

に

さ

ら

さ

れ
続
け
る

と
、

や
が
て

ホ

ル

モ

ン

の

バ

ラ
ン

ス

の

乱
れ

が

生
じ

、

心

と

体
の

不

調
か

ら
、

眠

れ

な

い

（

眠
く

な
る

）

食
べ

ら
れ

な
い

、

頭
が

重
い

、

全
身
が

だ

る

い
。

テ

ス

ト

前
に

胃
や

肝
臓
等
の

内
臓
に

変
調
を

き
た

す
。

　
時
に

は、

手
や

足
が
ふ

る

え
た

り
、

夜
尿
等
の

症
候
を

現
わ
し

た

り

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
（

2
）

す
る

こ

と
が

あ
る

と
い

わ

れ
る

。

更
に

精
神
的
な

ス

ト

レ

ス

が

長
期
化

す
る

程
、

ノ

イ
ロ

ー

ゼ
、

登

校
拒
否

、

い

じ

め
、

自
殺
企

画
、

胃
腸
の

潰
瘍

、

動
脈
硬
化

、

高
血

圧
症

、

気
管
支
喘
息

、

糖
尿
病
等
の

心

身
症

的
な

立

場
へ

と

発
展
す

る

場
合
も
あ
る

と
い

う
。

　
高
木
俊
一

郎
氏
は

、

心

身
症
の

意
義
に
つ

い

て
、

心
身
医

学
の

範
嚼

に

入
る

も
の

で

あ
り

、

「

心

理

的

因
子
が

強
く

関
与
し

、

あ

る

特
定
の

器
官
系
統
に

固
定
し

て

現
わ

れ

る

疾
患

と

定
義
さ

れ
。

」

人
間

の

医
学
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は

そ
の

生
き
た

人
間
を

対
象
と

す
る

以
上

、

心
理

学
、

教
育
学

、

社
会

福
祉

等
の

考
え
を

導
入
し

て
、

総
合
的
な

立
場
で

進
め

ら
れ

な

け
れ
ぽ

な

ら
な

い

と

主
張
せ

ら

れ
て

い

る
。

　

上
記
の

疾
患
を

具

体
的
に

挙
げ
る

な

ら

ぽ
、

「

喘
息

高
血

圧
・

胃
潰

瘍
・

内
分
泌

疾
患
（

糖
尿
病
の
一

部
）

」

等
が

あ
る

と

紹
介
さ

れ
て

い

る
。

更
に

現
わ

れ

易
い

状
態
や
症
患
を

掲
げ

、

1
消
化

不

良
症
・

幽

門
け
い

れ
ん
・

単
純
性
下

痢
・

便
秘
等
の

消
化
器
系
の

心
反
応

、

2
腹
痛
（

心

因
的
な

も
の
）

3
夜
尿

症
（

四
〜
五

才
か

ら

問
題
に

さ

れ

る

心
理

的
面
＋

排

尿
機
転
の

未
発
達
に

よ

る

も
の
）

4

喘
息

5
チ

ッ

ク

症
（

一

定
の

筋
肉
群

に

突
然
現
れ

、

迅

速
か

つ

頻
繁
に

繰
り

返
さ
れ

る

不

随
意
運
動、

学
童
期
低
学

年
）

6
頭
痛
（

心
理

的
要
因
か

ら

起
る

も
の

を
主
と

す
る
）

7
神
経

性
食
欲

不

振
（

少
女
の

問
に

多
い

と
い

わ
れ

る
）

8
転
換
ヒ

ス

テ

リ

ー

反
応
等

が

あ
る

と

述
ぺ

て

い

る
。

　

　

（

3
）

　

九

州
大
学
医
学
部
の

木
原

、

中
川
両
氏
に

よ

れ
ぽ

、

心

身
症
患
者
の

　

　
　
　
　
　
　
む

　

む

　
　
　
　

　

　

　

　

　

む

　

む

性
格
と

し

て
、

失

感
情
症
と

失
体
感
症
と

が

あ
げ
ら

れ
て

い

る

が
、

前

者
は

感
情
に

対
す
る

感
覚、

後
者
は

身
体
に

対
す
る

感
覚
が
、

夫
々

低

下
し
て

い

る

状
態
で

あ
り、

喜
怒
哀
楽
に

関
す
る

感
情
な

ら
び

に

空
想

力
に

乏
し

い

特
質
が

あ
る

と

言
わ

れ
、

本
来
気
付
く
た

め

の

能
力
の

低

下
し

て

い

る

の

は

本
質
的
な

も
の

で

は

な

く
、

そ
の

後
の

何
ら
か

の

事

情
に

よ
っ

て

阻
止

さ

れ
て

い

る

も
の

と

考
え

ら
れ

る
。

　

そ
の

大
き
な

理

由
の
一

つ

と
し

て
、

心

身
の

未
分
化
の

乳
幼
児
期
に

母
親
か

ら
の

分
離
や

拒
絶
と
い

う

体
験
を

受
け

、

そ
の

際
の

不

安
や

憎

少
年
指
導
を
め

ぐ
る

心

的
相

互
作
用
の

考
察
（

和
田
）

し

み
、

愛
情
の

欲
求
は

身
体
的
な

記
憶
と

し
て

残
り

、

そ
の

後
、

ス

ト

レ

ス

状
態
に

遭
遇
し

た

時
、

幼
児
期
の

頃
の

体
験
不

安
が

結
果
的
に

身

体
症
状
と
し

て

再
現

す
る

も
の

で

あ
る

と

言
わ

れ
て

い

る
。

か

よ

う

に
、

こ

れ

か

ら
の

先

進
国
型
の

疾
患
を

理

解
し

て

ゆ

く
た
め

に

は
、

従

来
の

唯
物
論
的
医
学

観
に

沿
っ

た

身
体
医
学
で

は

万

全

と

は

言

い

難

く
、

人

間

形
成
を

旨

と

し

た

総
合
的
医
学
観
に

た

っ

て

考
え
る

事
が

必

要
で

あ
る

。

　

地
域
社
会
や

大
家
族
制
度
の

社
会
が

崩
壊
し

、

核
家

族
化
し

た

家
庭

で

は
、

昔
日
の

如
き
一

家
の

連
帯
観
は
至
っ

て

少
な

い
。

そ

れ
に
、

国

家
、

社
会

、

家
庭
に

は

中
心

的
な

倫
理
観
や
よ

り

所
も
な

く

な
っ

た
。

最
早
家

庭
の

第
一

の

目

標
は

期
待
過
剰
の

子
ど

も

達
へ

の

教
育
で

あ

る
。

良
い

学
校
に

入

学
さ
せ

て
、

よ

り
よ

い

会
社
に

就
職
さ
せ

る
。

か

玉

る

諸
問
題
が

惹
起
集
中
す
る

所
に

現
在
の

教
育
は

投

資
の

性
格
を

帯

び
、

子
ど

も
達
は

財

産
と
し

て

扱
わ

れ
、

塾
や

予
備
校
は

繁
昌
し

、

受

験
戦
争
は

益
々

拍
車
を

か

け
る

。

塾
の

有
名
校
へ

の

入

学
が
マ

ス

コ

ミ

に

よ

っ

て

報
道
さ

れ

る

や
、

塾
の

名
声
は

俄
に

高
ま

り
、

塾
へ

塾
へ

と

殺
到
す
る

。

学
校
側
と
し
て

は
、

そ

れ

を

黙
認
す
る

事
は

出
来
な
い

。

本
来
の

教
育
を

無
視
し

て
、

知
識
中

心
の

授
業
に

切
り

換
え
ざ
る

を

得

な

い

立

場

と
な

り、

両

者
は

互
に

競
走
の

運
び

と

な

る
。

教
師
と
し

て

体
面
を

果
し

、

親
の

要
求
に

即
し

た

受
験
戦
争
に

勝
ち

抜

く

た

め

に

は
、

そ

れ

も
止

む
を

得
ぬ

事
で

あ
ろ

う
。

　

実
力

を
つ

け
る

事
は

非
常
に

必

要
な

事
で

あ
ろ

う
が

、

そ
れ
が

や
が

六

五

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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少
年
指
導
を
め

ぐ
る

心

的
相
互

作
用
の

考
察
（

和
田
）

て

受
験
競
走
と

も

な
る
と

、

受
験
戦
争
の

名
称
の

如
く
、

相
手
で

あ
る

友
人
同
志
が

敵
対

行
動
を

起
す
事
に

な
り

、

利
己
的
な
孤
立
し

た

所
の

人
を

、

ま

た

は
、

信
頼
出
来
ぬ

人
間

関
係
を

作
る

事
に

な

る
。

ま

だ、

こ

の

仲
間
に

か

ろ

う
じ

て

付
い

て

い

る

人
達
は

良
い

方
で

、

落
伍
者
と

な

り
、

心
を

痛
め

た

子
ど

も
達
の

場

合
は
一

体
ど

う

な
る

事

で

あ

ろ

う
。

互
に

競
走
を

さ
せ

る

と
い

う

事
は

、

利
点
も
あ
り

、

弊
害
も

有
る

事
ゆ
え

、

一

概
に

悪
い

と

は

言
え
ぬ

か

も
知
れ

ぬ

が
、

競

走
に

敗
れ
た

人
の

中
に

は
、

非
行
や
い

じ

め
、

校
内
暴
力

、

家
庭
内
暴
力
等
の

犠
牲

者
と

し

て

落
ち
て

行
っ

た

者
達
の

い

る

事
を

忘
れ
て

は

な

ら

な
い

。

　
こ

の

様
な

人
達
の

中
に

は
、

我
儘
で

、

依
存
心

が
強
く

、

親
を

欺
い

て

来
た

者
達
も
い

る
。

母

親
達
の

中
に

は
、

塾
へ

さ

え

行
っ

て

い

れ

ば
、

笑
顔
で

子
ど

も
達
に

接
し
て

い

る

人
達
が
、

意
外
に

多
い

の

で

あ

る
。

弱
き
子
ど

も

達
の

共
通
し

て

考
え
ら
れ
る

事
は

、

ス

ト

レ

ス

が

高

じ

て

も
、

自
分
を
コ

ン

ト
戸

ー

ル

す
る

事
の

出
来
ぬ

、

協
調
性
の

弱
い

輩
で

あ
る

と

い

う

事
で

あ
る

。

　
　
　

（

4
）

　
久
徳
重
盛
氏
に

依
れ
ぽ

、

我
国
に

於
け
る

人
間
形
成

の

障
害

と

し

て
、

我
国
の

様
な

極
度
に

環

境
の

崩
壊
し

た

社
会
に

於
い

て

は
、

小
児

期
以

後
も
引
続
い

て

人
間

と
し

て

の

成
熟
が

阻
害
さ
れ

、

そ
の

讎
成
人

と

な
る

個
体
が
き
わ
め
て

多
く
な
る

も
の

で

あ
る

。

未
熟
な

成
人
が

多

く
な
る

の

が
、

我
国
に

於
け

る

人
間
形
成
の

特
徴
で

あ
る

。

」

と

述
べ

現
在
社
会
の

若
者
に

対
す
る

育
児
能
力
の

在
り

方
に

、

警
鐘
せ

ら

れ
て

い

る

が
、

登

校
拒
否
を

中
心

と
し

た

問
題
等
に

も
一

考
す
る

必
要
が

あ

る

と

思

う
。

六

六

　

登
校
拒
否
は

、

学
校
社
会
へ

の

不

適
応
の
一

つ

の

状
態
の

形
成
で

あ

り、

こ

の

場
合
子
ど

も
達
の

社

会
性
に

つ

い

て

の

適
応
ぶ

り
を

考
え
な

け
れ

ば

な

ら
な
い

。

こ

こ

で

い

う
社
会
性
と

は
、

 
対
人

行
動

、

 
社

会
へ

の

要
求

、

 
欲
求
不

満
等
に

つ

い

て

考
え
ら
れ

る
。

一

口

に

登

校

拒
否
と
い

っ

て

も、

そ
の

本

質
は

、

子
ど
も
達
の

心

因
性
に

基
ず
く

不

登
校
状

態
を

示
す
現
象
で

あ
る

。

こ

の

問
題
は
一

九

四
一

年
、

ア

メ

リ

カ

の

ジ
ョ

ソ

ソ

ン

｝

o
『
口

あ
o
ロ

〉．

竃゚

等
に

依
つ

て
、

従
来
の

怠
学

と
異
な

る

も
の

と
し

て
、

学
校
恐
怖

症
の

も
と
に

紹
介
さ

れ
、

我
国
に

於
い

て

も
、

一

九
五

〇
年
代
末
に

登
校
拒
否
児
の

存
在
が

認
め

ら
れ

、

そ

の

後
一

九
六
二

年
代

、

つ

ま

り

昭
和
三

十
七
年
代
か

ら

論
義
さ

れ

た

所
の

事
柄
で

あ
り

、

そ
の

内
容
も
学

校
恐
怖
症
的
な

も
の

と
か

、

神
経

症
的
な

も
の

で

あ
っ

て
、

精
神
障
害
や

怠
学
的
な

も
の

、

一

過
性
の

も

の

等
は

す
べ

て

除
く
べ

き
で

あ
る

と

考
え

ら
れ
て

い

る

が
、

も
っ

と

も

広

義
的
に

ば
、

更
に

広
い

領
域
の

も
の

も
考
え

ら

れ
て
い

る
。

　
こ

の

ケ

ー

ス

の

中
に

は
、

俗
に

考
え

ら
れ

る

登

校
拒
否
と

共
に

、

家

庭
内
暴
力
を

含
ん

だ

所
の

情
緒

障
害
や

神
経
症
々

状
を

表

現
す
る

登

校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

5）

拒
否
の

場
合
も
多
く

含
ま

れ
る

。

先
に

登
校
拒
否
児
の

幼

児
へ

の

戻
り

型
に

つ

い

て

述
べ

た

所
で

あ
る

が
、

そ
の

半
数
以
上

は
、

か
x

る

児
童

だ

と

い

わ
れ
て

い

る
。

こ

の

点
を

深
く
考
え

る

と
、

登
校
拒
否
児
の

指

N 工工
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導
に

当
り
て

は
、

も

う
一

度
昔
日

に

遡
っ

て

幼
児

期
の

頃
か

ら
、

な

お

す

必

要
が

あ
る

と

感
じ

ら
れ
る

。

彼
等
の

多
く
は

文
化
的
不

適
応
現
象

を

起
こ

し

て

い

る

か

ら
で

あ
る

。

　
登

校
拒
否
児
の

原
因
に

つ

い

て

は

種
々

の

説

が

あ

り
、

環
境
的

に

は
、

学
歴
社
会

、

経

済
成
長
の

高
度
化

、

地

域
社
会
の

崩
壊

、

核
家
族

の

多
様
化
等

、

種
々

な
る

指

適
が

多
い

。

結
果
的
に

は
、

こ

れ

ら
の

種

々

な

る

要
素
の

結
合

化
に

よ
る

所
の
コ

ソ

プ

レ

ッ

ク

ス

の

立
場
が

多
い

と
さ

れ
て

い

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（

6
）

　

住
本
吉
章
氏
は
、

「

五

月

病
の

低
年
令
化
」

の

も

と

に
、

登
校
拒
否

の

諸
行
動
の

中
、

小
学
生

、

中

学
生

、

高
校
生
計
二

十
一

名
を

そ
の

登

校
拒
否
の

契
機

、

1
朝
無
理
に

外
出
さ
せ

た

時
の

行
動

、

2
夕
方
の

行

動
、

3
行
動
類

型
等
に
つ

い

て

考
察
さ

れ
、

低
学
年
の

場
合
は

、

母

子

間
の

分
離
不
安
等
に
つ

い

て

現
わ
さ

れ
る

精
神
的

未
熟
さ

が

基
盤
と

な

り
、

家
庭
か

ら

離
れ
ら

れ
ぬ

理

由
づ

け

と
し

て
、

給
食
や

先
生
の

行
動

に

着
目
し

て

い

る

と
し

、

高
学
年
に

な

る

に

つ

れ
て

神
経
症
的
と

考
え

ら
れ

る

傾
向
が

現
わ
れ

、

ク

ラ

ブ

や

友
人
関
係

、

学
校
生

活
の

あ
り

方

と

関
連
し
た

心

理

的
諸
環
境
に

対
す
る

不
適
応
を

訴
え
て

い

る

者
が

多

い

と
い

わ

れ
る

。

　

更
に

、

五

月
病
的
登

校
拒
否
の

遠
因
の
一

つ

と

し

て

て
、

胎
内
状
況

と

登

校
拒
否
の

項
の

も

と
に

、

母
胎
と
登

校
拒
否
の

症
状
形
成
と
の

間

に
、

重
要
な

関
係
の

あ

る

事
を

立
証
さ

れ
て

い

る
。

つ

ま

り、

母

体
胎

内

期
や

出
産
時
の

異
常
に

よ

る

諸
要
因
も

登
校
拒

否
の

遠
因

、

又

は

基

少
年
指
導
を
め

ぐ
る

心

的
相
互

作
用
の

考
察
（

和
田
）

礎
と
し
て

重
要
な

要
素
と
な

る

事
に

触
れ

ら

れ
、

 
出
産
時
の

母

親
の

年
令
の

高
す
ぎ
る

場
合

、

胎
児
が

母

胎
か

ら

受
け
る

生
命
エ

ネ
ル

ギ

ー

が

低
調
で

あ
る

と
想
定
さ

れ
、

成
長
期
に

成
長
に

必
要
な
エ

ネ
ル

ギ

ー

源
の

不

足
が

生
じ

、

登

校
拒
否
等
を

引
越
し

易
い

基
本
的

条
件
が

成
立

つ

と
せ

ら
れ
て

い

る
。

 
更
に

出
産
外
傷
を

有
す
る

者
、

又
は

、

早
・

遅
産
の

者
、

こ

の

類
の

も
の

は

心

理
面
で

も

内
向
し

易
く
、

登
校
拒
否

の

基
盤
を

形
ず
く
る

も
の

で

あ
る

と、

そ

の

関
係
を

浮
彫
り
さ

れ
て

い

る
。

　

登

校
拒
否
が

悪
縁
と
な
っ

て
、

色
々

な

問
題
に

発
展

す
る

場
合
が
あ

る
。

そ
の

中
で

大
き

な

も
の

と
い

え
ぽ

、

家

庭
内
暴
力
や

校
内
暴
力
が

挙
げ
ら

れ

る
。

こ

れ

ら
は

社
会
病
理
現
象
の
一

つ

と
し

て

考
え

ら

れ
る

も
の

で

あ

ろ

う
が

、

登
校
拒
否
と

家
庭
内
暴
力
と
は

、

特
に

関
係
の

深

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
（

7
）

い

病
理

現
象
で

あ
り

、

家
庭
内
暴
力
児
の

の

四

十
％
か

ら
が

、

登
校
拒

否
と

関
連
し

て

い

る

と
い

わ

れ
て

い

る
。

か

よ

う
な

、

登

校
拒
否
や

家

庭
内
暴
力
の

家
族
に

は
、

父

親
の

機
能
の

無
力
化
と

、

母

と

子
ど

も
の

密
着
共
生
の

姿
が

見
ら

れ
る

と
い

う
。

　

校
内
暴
力
の

場

合
も

、

前
老
同
様
十
二

才
か

ら

十
五

才
の

中
学
生
頃

に

顕

著
で

あ

り
、

同
様
な

立

場

と

し

て

考
え

ら

れ
る

。

登
校
拒
否
と

怠

学
の

問
題
も

、

本
質
的
に

は

異
な
る

も
の

の
、

家
庭
に

と
っ

て

は
、

学

校
を

休
む

と
い

う
点
か

ら

は
、

類
似
し

た

重
要
な

る

事
項
で

あ
る

。

登

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

8
）

校
拒
否
と

怠
学
と
の

相
違
は

、

種
々

の

面
で

考
え

ら
れ
る

。

登

校
拒
否

は
、

登

校
せ

ね
ぽ

な

ら
な

い

と
思
い

知
り
な

が

ら
、

異
常
な

緊
張
や

不

六
七

N 工工
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少
年
指
導
を
め

ぐ
る
心

的
相
互
作
用
の

考
察
（

和
田
）

安
を

宿
し

、

登
校
す
る

事
が

出
来
な
い

と
い

う
、

神
経
症
的
な

葛
藤
よ

り

生

ず
る

所
の

も
の

で

あ
る
の

に

対

し
、

怠

学
は

、

学
校
生

活
の

落

伍
、

勉
強
嫌
い

等
が

挙
げ
ら

れ
る

。

時
に

は

非
行
的
要
素
を

帯
び

、

学

業
以

外
の

物
事
に

興
味
や

関
心
を

持
っ

て

陥
い

っ

て

し

ま

う

事

も

あ

る
。

そ
の

特
徴
を

特
質
す
れ
ぽ

、

登
校
拒
否
も

怠
学
も
両
者
共
に

学

校

を

休
む

と
い

う

点
は

共
通
で

あ
る

が
、

異
な

る

主
な

る

点
は

、

前
者
は

能
力

的
に

知

能
が

高
く

、

性
格
的
に

も

協
調
・

適
応
力
は

そ

れ
程
で

も

な
い

が
、

教
師
や

友
人
か

ら

好
ま

れ
る

場

合
が

多
い

。

家
庭
は

割
に

経

済
的
に

恵
ま

れ
る

立
場
で

教
育
に

熱
心
で

あ
る

。

家
庭
内

の

過
し

方

は
、

な
に

も
し

な
い

で

自
分
の

部
屋
に

閉
じ

こ

も

り
、

非
社
会
的
な

面

が

強
く

、

外
出
す
る

事
を
好
ま

な
い

。

怠
学
の

人
達
は

、

学
力
や

知
能

の

低
い

場
合
が

多
く

、

情
緒
的
に

は

劣
等
観
を

持
ち

、

不
安
定
で

系
統

的
・

反
社
会
的

な

面
を

持
っ

て

い

る
。

友
人
に

は

非
行
的

な

者

が

多

く
、

外
出
の

点
に

も
ル

ー

ズ

で

あ
り、

家
庭
的

、

経
済
関
係

・

人
間
関

係
等
か

ら
ど

う

見
て

も

恵
ま

れ
て

い

る

と
は

考
え

ら
れ

な
い

。

　、
、

Qり
け

巳
o

韓

音
鉾

冨．
、

は

「

学
生
無
気
力
症
」

と
い

う
べ

き
病
理

現

象
で

あ
り

、

ア

パ

シ

ー

は

退
却
神
経
症

と

診
断
さ

れ

る

場
合
が

多
い

と

い

う
。

ア
パ

シ

ー

型
登
校
拒
否
は

高
校
生

以
上
の

青
年
期
の

頃
の

も
の

で

あ
る

の

で
、

し

ぜ

ん

中
学
・

高
校
の

場

合
の

登

校
拒
否
と

は

区
別
し

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

9
）

て

考
え

ら
れ
て

い

る

場
合
が

多
い

。

勿
論
大
学
生
の

中
に

も
、

中
学
や

六

八

高
校
生
の

場

合
と

同

様
な

登
校
拒
否
型
の

タ

イ
プ

も

存
在
す
る

し
、

中

学
や

高
校
生
の

中
に

も、

青
年
期
の

類
型
の

ア

パ

シ

ー

と
し

て

考
え

ら

れ

る

場
合
も

存
在
す
る

よ

う
で

あ
る

。

ア

パ

シ

ー

に

対
し

て
、

恐
怖
型

登
校
拒
否
と

区
別
さ

れ
て

い

る

様
で

あ
る

が
、

最
近
は

ア

パ

シ

ー

型
の

タ

イ

プ

も
低
年
令
化
し

て

い

る

傾
向
に

あ
る

。

　
ス

チ

ュ

ー

デ
ン

ト
、

ア

パ

シ

ー

に

注
目
し

た

第
一

人
者
は

、

ハ

ー
バ

ー

ド

大

学
の

学
生
保
健
セ

ン

タ

ー

の

精
神
医
A
・

P
ウ
ォ

ル

タ

ー

ズ

（

芝
”
囲

け

Φ
「

ω蠱

℃°

〉．
臼
『

）

（

一

九
六
一
）

で

あ
る

と
い

わ

れ
て

い

る
。

我
国

で

こ

の

面
に

注
目
し

は

じ

め

た

の

は
、

一

九
六

五

年
で

あ
り

、

留
学
生

達
の

多
量

留
年
の

発
生
に

よ

り
一

九
七
三

年
頃
よ

り

注
目
さ

れ
本
格
的

な

研
究
に

入
り

、

各
大
学
で

、

学
生

相
談
室
や

、

学
生
の

た

め

の

保
健

セ

ソ

タ

ー

が

開
設
す
る

に

至
っ

た
。

こ

の

間
に

お

い

て
、

精
神
科
医
の

笠
原
嘉
氏

、

自
殺
学
者
の

石
井

完
一

郎
氏

は
、

大
学
生
達
の

無
気
力
状

態
の

研
究
に

、

メ

ス

を

当
て

た
の

で

あ
っ

た
。

こ

こ

十
数
年
来

、

無
気

力
の

波
は

若
い

人
達
の

間
に

打
寄
せ

て

い

る
。

特
に

最
近
の

数
年
間

は
、

知
識
人
に

よ
っ

て

指
適
さ

れ
て

い

る

所
で

あ
る

。

三

無
主

義
と
い

っ

て
、

無
気
力

・

無
関
心
・

無
感
動
の

そ

れ
で

あ
る

。

こ

の

三

者
は
一

つ

一

つ

が

相
互
に

関
連
し

て

い

る

も
の

で

あ
る

が
、

こ

れ

を

詮
じ

詰
め

て

行
け
ぽ
、

精
神
の

欠
如
と
い

う
事
に

な

る
。

こ

の

三

無
は

、

家
庭

、

学
校

、

社
会
に

覆
っ

て

い

る

よ

う
で

あ
る

。

　

未
来
を

背
負
っ

て

立
つ

者
は

若
人
達
で

あ
る

。

そ
れ

だ

け
に

若
者
へ

の

指
導
は

大

切
で

あ
る

。

実
際
教
育
者
が

悩
ん

で

い

る

の

は
、

ひ

と
こ
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と

に

言

え
ぽ
そ
の

点
に

尽

き
る

の

で

あ
る

。

「

勉
強
嫌
い

な

子
達

を

ど

う

救
う
か

。

「

「

落
ち
こ

ぼ

れ
の

子
ど

も

達
を

ど
う

導
く
か

。

」

「

す
べ

て

の

子
ど

も
が

喜
ん

で

通
え

る

楽
し
い

学
校
に

す
る

た

め

に

は
、

ど
の

よ

う
に

し

た

ら

良
い

か
。

」

し

か

し

こ

の

よ

う

な

予
想
と

は

裏
は

ら

に
、

現
実
的
に

は

最
悪
の

状
態
に

陥
ち

入

り
つ

x

あ
る

登

校
拒
否

・

校

内
暴

力
・

い

じ
め

の

問
題
等、

憂
慮
す
ぺ

き

問
題
が

山

積
さ

れ
て

い

る
。

　

受
験
戦
争
の

と
ど
の

つ

ま

り
は

、

「

同
級

生

は

皆
敵
だ

。

」

と
い

う
観

念
を

生
む

事
に

な
る

。

こ

れ

は

極
言
か

も

知
れ
ぬ

が
、

こ

の

考
え

方
が

通
用
す
る

と
、

登
校
拒
否
や

心
身
症
等
で

悩
む

若
者
達
が

増
え
て

行
く

も
の

と

思
わ

れ
る

。

こ

れ

が
高
じ

る

と
、

益
々

、

無
気
力

・

無
関
心
・

無
感
動
・

ア
パ

シ

ー

等
の

諸
現
象

が

現
わ

れ

る

も
の

と

思
わ

れ

る
。

　

　

　

　

　

　
　
　
（

10
）

　

最
近
の

新
ら
し

い

登
校
拒
否
学
生
の

背
後
に

は、

共
通
し

た

家
族
構

造
の

類
型
が

あ
る

と
い

う
。

父
親
が

多
忙
な

た
め

に
、

子
ど

も

達
の

面

倒
を

見
ら

れ

な
か

っ

た

り
、

無
気
力
・

無
関
心
の

た

め

に
、

家
の

中
心

と

な

れ

ず
、

そ
の

代
行
を

母
親
が

行
い

、

家
庭
的
に

両

親
の

均
衡
が
上

手
に

保
た

れ
な
い

場
合
等
に

問
題
と

な
る

事
が

多
い

。

　

ア
パ

シ

ー

の

一

般
的
特
徴
と
し
て

、

「

大

学
生
の

無
気
力
状
態

の

疾

患
」

と

い

わ

れ
る

如
く、

　

 
若
者

特
有
の

撥
刺
た

る

気
分
を

持
た

ず
、

大
学
で

の

勉
強
に

関
し

て

無
気
力
・

無
関
心
で

、

消
極
的

態
度
の

所
有
者
の

如
く

感

じ

ら

れ

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
11）

る
。

た
父

し
、

大
学
で

の

勉
強
に

対
し
て

は

無
気
力

、

無
関
心

と

言
わ

れ

て

い

る

も
の

x
、

ア

パ

シ

ー

に

は
、

1
学

業
的
に

限
定
さ

れ
て

い

る

少
年
指
導
を
め

ぐ
る

心

的
相
互

作
用
の

考
察
（

和
田
）

ヶ

ー

ス

と
、

2

学
生

生
活
全
般
に

わ

た
っ

て

い

る

も
の

と
の

、

二

者
が

あ
る

と
い

わ

れ
る

。

　
前
者
の

場

合
は

、

多
く
の

諸
文
献
に

見
ら
れ

る

如
く

、

勉
学
以
外
の

事
々

、

つ

ま

り
、

サ

ー

ク

ル

活
動

や
ア

ル

バ

イ

ト
、

マ

ー

ジ

ャ

ン
、

ビ

リ

ヤ

ー

ド

等
の

諸
遊
技
や

趣
味
に

は

興
味
を

示

す
と
い

わ

れ
て

い

る
。

後
者
の

場
合
は

、

あ
ら
ゆ

る

事
々

に

意
欲
を

示
さ

ず
、

室

内
に

引
籠
っ

て

い

る

場
合
が

多
い

と
い

わ

れ

る
。

外
出
を

嫌
っ

て

室
内
に

籠
っ

て

い

る

と
い

っ

て

も
、

日

常
生

活
を

す

る

上
に

お
い

て

別
に

不

自
由
を

す
る

事
は

な

く
、

分
裂
病
等
に

見
ら
れ

る

如
き
生

活
の

乱
れ
は

無
い

と

言
わ

れ

る
。

　

（

12
）

　

室
内
で

の

彼
等
は

、

テ

レ

ビ

や
ビ

デ

オ

を
み
、

オ

ー

デ
オ

や
ラ

ジ

オ

を

聴
い

た

り
、

週
刊
紙
を

見
た

り
、

意
欲
的
に

欠
け
た

無

気
力
な

行
動

に

終
始
し

、

自
分
の

部
屋
に

閉
籠
っ

て
、

家
族

と
は

口

を

き
か

ぬ

場
合

も

あ
る

。

下
宿
を
し

て

家
族
よ

り

離
れ
て

い

る

学
生
の

場

合
は

、

親
元

に

長
電
話
を
し

た

り
、

外
出
し

て

居
酒

屋
に

行
っ

た

り
、

映
画
を

見
た

り
し

て
、

過
す

場
合
も
あ
る

と

い

う
。

　

 
学
業
上
の

ほ

ん

の

僅
か

な
つ

ま

ず
き
も

、

そ
の

瞬
間
を

動
機
に

急

速
に

ア

パ

シ

ー

の

状

態
に

陥
る

と
い

わ

れ、

「

勉
強
を

す
る

気
が

し

な

い
。

」

「

本
を

見
る

の

も
い

や
に

な
っ

た
。

」

等
と

、

だ
ん

だ
ん

と

授

業

を

遠
の

く
よ

う
に

な

り
、

そ
の

時
間
は

喫
茶
店
や
ク

ラ
ブ

の

室
内
に

閉

じ

こ

も

る

様
に

な

る
。

や
が
て

は

留
年
や

退
学
の

浮
目
を

見
る

事
に

な

　
　
　
　
　

（
13）

る
。

か

か

る

問
題
は

、

大
学
生
だ

け
の

こ

と

で

は

な

く
、

高
校
生
か

ら

六

九
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少
年
指
導
を
め

ぐ
る

心

的
相
互

作
用
の

考
察
（

和
田
）

サ

ラ

リ

ー

マ

ソ

に

至
る

ま
で

、

広
範
囲
に

行
わ

れ
て

い

る

事
が

笠
原
嘉

氏
は

「

退
却
神
経
症
」

の

名
称
の

も
と

に

臨
床
的
に

観
察
せ

ら
れ
て

い

る
。

　
　
　

　

　

　

　

　
（

14
）

　
彼
等
の

対
人
関
係
観
に

つ

い

て

眺
め

る

時
、

軽
度
の

対
人
恐
怖
的

・

対
人
緊
張
的
な

面
を

有
す
る

た

め
、

い

ず
れ
か

と

言
う

と、

友
人
は

少

な
く

、

人

と
の

摩
擦
を

回
避
し

警
戒
的

な

立

場
を

と
る

人
物
で

あ
る

。

「

趣
味
が

同
じ

だ
か

ら
」

と
か

「

勉
強
が

出

来
る
か

ら
」

と

い

っ

て

友

達
の

方
か

ら

寄
っ

て

き
て

も、

自
分
が

ら

付
き
合
っ

て

行
く

と
い

う

立

場
を
取
ら

ぬ

の

が

特
徴
と
い

え

る
。

だ

か

ら

彼
等
に

は
、

真
面
目

す
ぎ

る
。

几

帳
面
す
ぎ
る

と

思
わ

れ

る

所
が

あ
る

。

こ

の

よ

う
な

非
適
応
性

の

人
達
が

、

ア

パ

シ

ー

症
の

状
態
を

出
現
す
る

事
に

な

る

の

で

あ

ろ

う
。

　
　
　

　

　

　

　

（

15
）

　
「

五

月

病
」

と
い

う
言
葉
が

使
用
さ

れ
て

い

る

が、

ス

チ

ュ

ー

デ
ン

ト
、

　
ア

パ

シ

！

は、

五

月亠
病
の

典
型
登
校
拒
否
症
は

、

五

月
だ

け
に

限

ら

れ
た

現
象
で

は

な
く

、

学
校
恐
怖
症
の

条
件
さ

え
そ

ろ

え
ぽ

、

ど
の

月
で

も
発
症
す

る

と
い

っ

て

も
良
い

と

考
え
ら

れ

る
。

「

五

月
病
」

と

ハ

う

言
黛
よ

、

象

掌
羽

吾
で

も
な

ナ
陀
ま

、

b
里

羊
白
な

羽
譖
で

な
P

事
は

確
か

で

あ
る

。

し

か
し

現
在
一

般
的
の

用
語
と
な
っ

て

い

る

か

ら

に

は
、

無
視
す
る

事
は

出

来
な
い

。

五

月
は

季
節
的
に

い

っ

て

新
緑
の

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
（

16
）

落
ち

付
い

た

所
の

時
節
で

あ
る

。

こ

の

季
節
は
、

進
学
進

級
の

新
ら
し

い

月
と
し

て

見
る

事
が

出
来
る

。

こ

の

点
別
の

意
味
で

、

人
に

よ
っ

て

は

学
校
へ

の

不

適
応
の

時

機
と
し

て

と
ら

え
る

事
が
出
来
る

。

七

〇

　
五

月
病
の

起
点
と

し

て

考
え

る

時
、

こ

の

期
の

対
人
関
係

、

と
く
に

親
子
の

関
係
は
、

重

要
な

意
義
あ

る

も
の

と

考
え

ら
れ
る

。

別
の

意
味

か

ら

考
察
し

た

ら
、

五

月
病
は

進

級
に

よ

る

新
し

い

学
級
環
境
と、

家

庭
環

境
と
の

中
間
的

要
素
を
持
つ

重

要
な

時
期
で

あ
る

と

も
考
え

ら
れ

る
。

過
保
護
を
生

み

出
す
最
も

強
い

要
因
と
し

て
、

一

人
っ

子
と

末
っ

子

と

を

あ
げ
る

事
が

出
来
る

が
、

そ
の

か

げ
に

は
、

高
年
の

初
産
や

、

お
ば

あ

ち
ゃ

ん

子
等
の

環
境
も

あ

げ
ら

れ
る

。

　
五

月
病
の

早
期
発
見
と
し

て
、

ま

た

大
ま

か

な

共
通
の

徴
候
と
し
て

情
動
障
害
の

は

じ

ま

り
を

考
え
る

と
、

「

何
と

な

く
落
付
き

が

無
く

不

安
で

あ
る

。

」

「

な
に

を

す
る

に

も

気
に

か
x

る

感
じ
が
し

て
、

心

が
い

ら
い

ら

す
る

。

」

「

将
来
に

希
望
が

無
く

、

日

常
の

生
活
の

変
調
を

来
た

す
。

」

と
い

う
言
葉
で

印

さ

れ
て

い

る
。

登

校
拒
否
や
ア

パ

シ

ー

に

つ

い

て

考
察
し

て

い

る

け

れ
ど

も
、

こ

の

よ

う
な

問
題
は

そ
れ
丈
の

も
の

で

は

な

い
。

も
つ

と

も
つ

と
あ

と
に

も
尾
を

引
く

。

　
大

学
を

卒

業
し

た
サ

ラ

リ

ー

マ

ン

の

間
に

も
普
及
し

て

い

る

問
題
で

あ
る

。

三

月
に

卒
業
し

た

学
生

達
は

、

大
き
な

希
望
を

も
っ

て

種
々

の

色

巣
へ

と
入

生
し

て

庁

く
。

入

生
麦
各
企

業
で

ま

生

員
致
育
を

茣
泡
す

る

が
、

社
員
と
し

て

こ

の

自
覚
や

緊
張
が

高
ま

っ

て

く

る
。

や
が
て

仕

事
に

精
出
す
に

つ

れ
、

大
き
な

期
待
感
は

、

仕
事
作
業
の

成
果
如
何
に

よ
っ

て

は

不

安
感
が

生
じ

、

当
初
の

意
欲
は

減
退
し

、

自
信
喪
失
や

、

社
会
へ

の

不

信
感
へ

と

変
化
し

、

体
調
の

不

調
は

や

が
て

五

月

病
へ

と

進
む

。

一

般
的
に

入

社
時
の

十
％
前
後
の

者
が

五

月

病
の

浮
目
を

見
る

N 工工
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と
い

わ

れ

る
。

そ
の

期
間
は

入

社
後
二

、

三
ヶ

月
の

時
期
に

見
ら

れ
る

と
い

う
。

五

月
病
と

い

っ

て

も
、

人
に

よ

っ

て

夫
々

の

差
位
が
あ
り

、

一

概
に

決
め

る

事
は

出
来
な
い

。

と
ど

の

つ

ま

り
は

、

心
理

学
・

生
理

学
等
の

背
景
の

も

と
に

そ

の

影
響
の

も

と
に

生

じ
た

所
の

職
場
に

於
け

る

不

適
応
症
の

こ

と
で

あ
る

。

　

登

校
拒
否
を

中
心

に
、

若
老

達
の

ス

ト

レ

ス

よ

り

生

じ
た

所
の

諸
現

象
に

つ

い

て

述
べ

て

来
た

。

し

か

し

我
々

は

時
代
の

如
何

、

地
域
社
会

や

家

庭、

学
校
環
境
の

せ

い

だ
け
に

し
て

い

る

訳
に

は

い

か

な
い

。

如

何
な

る

若
者
に

不

利
な

条
件
が

あ
ろ

う

と

も
、

そ
れ
に

動
ぜ

ぬ
、

し

っ

か

り

と
し

た

人
達
を

作
り

出
し

て

行
か

ね

ば
な

ら
ぬ

の

で

あ
る

。

そ
こ

に

は、

青
少
年
達
に

対
し

て

良
き
環
境
を

作
り

出
す
事
が

必
要
な

の

で

あ
る

が
、

ど
ん

な

条
件
に

晒
さ

れ
て

も
、

少
し

も
動
ず
る

事
の

無
い

忍

耐
力
の

あ

る

根
気
あ

る

若
人
達
を

産
み

出
さ

な
く
て

は

な

ら

な
い

。

　

現
代
の

社
会
は

「

ス

ト

レ

ス
」

の

製
造
元

と
い

う
べ

き
感
が

強
い

。

だ
か

ら
と
い

っ

て
、

そ

れ
を

ま

じ
め

に

受
け

取
っ

て

い

た

な

ら
ぽ

、

　一

日
た

り

と

も
、

子
ど
も

達
を
放
任
し

て

置
く
訳
に

は

い

か

な
い

。

ス

ト

レ

ス

が

あ
っ

て

も

そ

れ
が

直
ち
に

反

応
が

起
き
る

と
い

う

訳

で

は

な

い
。

ス

ト
レ

ス

に

も

適
応
力
が

あ

り
、

そ

れ
に

強
い

子
も

あ
れ
ぽ

、

弱

　

　

　

　

　

　

　

　
（

17
）

い

子
も

あ
る

。

ス

ト

レ

ス

と
い

う

不

快
な

状
態
が

て

生

じ
た

場

合
、

子

ど

も
に

内
部
か

ら
の

警
戒
の

信

号
が

出
ど

、

自
動
的
に

気

付
く

仕
組
み

に

な
っ

て

い

る

と
い

う
。

身
体
面
で

は

痛
み
や

疲
れ

と
し

て
、

心

理

面

で

は

不

安
と
い

う

感
覚
で

現
わ

れ

る
。

す
べ

て

の

子
ど

も

達
、

い

や
、

人

少
年
指

導
を
め

ぐ
る

心
的
相
互
作
用
の

考
察
（

和
田
）

々

は

か
x

る

適
切
な

立

場
に

対
処
す

る

た

め

の

力
を

持
っ

て

い

る

と
い

わ

れ

る
。

だ

か

ら
、

ス

ト

レ

ス

に

強
い

子
、

弱
い

子
と

考
え
た

場

合
、

心

を

中
心
に

考
え

ら

れ
る

け
れ

ど
も

、

身
体
的
に

も

密
接
な

関
係
を

所

持
し

て

い

る

の

で

あ
る

。

つ

ま

り、

自
か

ら
の

内
部
に

於
い

て
、

種
々

な

環
境
作
用
を

巧
み

に

利
用
伝
達
し

、

有
効
な

も
の

と

し

て

制
御
す
る

仕
組
と

な
っ

て

い

る

の

で

あ
る

。

　

し

か

し
、

ス

ト

レ

ス

の

状
態
が

あ
れ

ぽ
、

す
べ

て

の

人
達
に

常
に

反

応
が

起
る

訳
で

は

な

く
、

そ

れ

を

も
と

に

巧
み

に

伸
展

す
る

子
ど

も
も

あ

れ
ぽ

、

そ
の

場
限
り
で

消
滅
し

て

し

ま

う

子
ど

も

も
い

る
。

ス

ト
レ

ス

と
い

う
も
の

は
、

全
部
が

全
部
害
の

あ
る

も
の

と

は

限
ら

ず
、

そ
の

量
に

よ

り
、

そ
の

受
け
る

人
の

適
応
性
の

如
何
に

よ
っ

て

望
ま

し

い

か

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
（

18
）

否
か

が

決
定
さ

れ
る

の

で

あ
る

。

そ
の

望
ま
し

い

適
当
の

量
と
は

、

夫

々

の

個
人
的
な

要
因

、

つ

ま

り

能
力
や

体
質

、

性
格
等
に

よ

っ

て

決
定

づ

け
ら

れ
る

の

で

あ

る
。

今
の

子
ど

も
達
に

種
々

の

異
常
が

認
め

ら
れ

た

と

き
、

こ

れ
は
ス

ト

レ

ス

に

よ

る

場
合
も

考
え

ら
れ

る

が
、

同
時
に

ま

た
、

ス

ト

レ

ス

の

多
少
よ

り

も
、

ス

ト

レ

ス

の

適
応
に

欠
け
て

い

る

と

考
え
る

方
が

賢
明
で

あ
ろ

う
。

生
き
る

た

め

の

ス

ト

レ

ス

機
能
の

適

応
は

、

よ

り

大
切
な

事
と

考
え

ね
ば

な

ら
な

い
。

円
高
の

構
造
不

況
に

見
舞
わ

れ
て

い

る

我
国
に

取
っ

て
、

父
親
達
は

深

刻
な

状
況
に

追
い

回

わ

さ
れ

て
、

母

親
に

そ
の

ツ

ケ

が

廻
り

、

家
庭
の

切
り
ま

わ

し

や
、

子

ど

も
の

教
育

等
、

ス

ト

レ

ス

に

よ

る

不

安
感
が

子
ど

も

達
の

間
へ

と

押

し

寄
せ

て

い

る
。

子
ど

も
へ

の

期
待
感
は

、

そ

れ
が

子
ど

も
の

ス

ト

レ

七
一
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少
年
指
導
を
め

ぐ
る

心

的
相
互

作
用
の

考
察
（

和
田
）

ス

へ

と

拡
大
し

、

親
離
れ

子
離
れ
の

悪
循
環
に

と

な

り
か

ね

な
い

。

　
こ

の

様
な

問
題
か

ら
、

や
が

て

不
安
や

登
校
拒
否
き
遠
因
が

生
じ

、

退
化
現

象
と
し

て
、

ス

チ
ュ

ー

デ
ン

ト
、

ア

パ

シ

ー

に

転
移
す
る

事
を

疑
う
ざ

る

を

得
な

い
。

テ

ス

ト

の

成
績
結
果
を

気
に

す
る

あ
ま

り
、

精

神
的
に

ス

ト

レ

ス

に

耐

え
る

事
が

出
来
ず

、

心

身

症
的
症

状
を

引
起
す

場
合
が

あ
る

。

試
験
日

が
近
ず
く

と
、

頭
痛
や

腹
痛
を
訴

え
て

発
熱
を

引
起
す

。

や

が
て

は

学
校
を

休
ん

で

テ

ス

ト

を

回
避
す
る

。

そ

れ
が
や

が
て

登

校
拒
否
の

引
金
と

な
っ

て

退
学
す
る

人
達
も
い

る
。

　

青
少
年
期
の

ト

ラ

ブ

ル

に

経
験
の

あ
る、

多
く
の

カ

ウ

ソ

セ

ラ

ー

に

接
す
る

と、

こ

れ

ら

の

ク

ラ

イ
エ

ソ

ト

の

大
部
分
の

人
達
は

何
等
か

の

形
で

、

一

才
前
後
の

頃
に
、

現
在
の

ト

ラ

ブ

ル

に

関
係
の

あ
る

遠
因
が

含
ま

れ
て

い

る

と
い

わ

れ
る

。

そ

れ

を

更
に

追
究
考
察
し

て

行
く

と
、

胎
内
に

源
を

発
す
る

よ

う
に

も
考
え

ら
れ

る
。

胎
教

、

そ
し

て

「

三
つ

子
の

魂
は

百

才
ま
で

。

」

と

い

う

言
葉
は

、

古
く
よ

り

我
国
で

は

聞
か

れ

る

所
で

あ
る

が
、

こ

の

点
も

思
い

浮
べ

て

み

る

事
が

大
切
で

あ
る

。

　

　
　

　

　
（

19）

　

感
覚
の

成
長
や

発
達

、

退
化
の

現
象
は

、

幼
児
期
か

ら
の

親
子
の

か

ム

っ

つ

｝
ρ

こ

果
く

瑁
系．
ハ

ら
5
ヒ
宀

つ

t5

。

』・
呵

喬
殳
E
辷
よ
、

二

　
」
4
　

1
　
　
〆

聖

、
　

セ

耄
　

　

　
F
ト
レ

｛、
ア
　》
‘・
／
　

　

ご

、
　

男

オ
、
ノ．
　
　

　

「
「
5

布
i一
」

〜

を
　

　
　

　　覧

の

問
題
に

つ

き
、

「

更
に

前
の

段
階
で

あ
る

胎
内
に

い

る

胎
児
期

に

ま

で

遡
る
べ

き
で

あ
る

。

」

と

主

張
さ

れ
て

い

る
。

不
安
感
覚
を

ま

き

起

こ

す
、

内
分
泌
系
は

胎
児
期
に

母

親
の

胎

盤
を

通
過
し

て

与
え

ら

れ
、

性
ホ

ル

モ

ン

の
一

部
は

既
に

自

律
調
節
し

、

胎
児
の

体
内
で

分

泌

さ
れ

て

い

る

と
い

わ

れ
る

。

胎
児
や

乳
幼
児
が

不

安
感
を

強
く

受

け

る

の

七
二

は
、

対
人
間
関
係
か

ら
で

あ
る

。

こ

の

不

安
の

関
係

は
、

父

子
関
係、

友
人
関
係

、

教
師
へ

と

交
際
が

広
く
な

る

に

つ

れ
て
、

一

層
強
い

も
の

と

な
っ

て

行
く
も
の

で

あ
る

と

せ

ら
れ

て

い

る
。

現
在
の

医

学
の

進
歩

に

よ

り
、

胎
児
に

関
す

る

研
究

も

益
々

進
み

、

こ

の

時
期
の

生
理

的
な

特
徴
も

見
ら
れ
る

様
に

な
っ

た
。

未
熟
児
の

長
期
間

養
護

す

る

事

か

ら
、

胎
児
へ

の

関
心

を

深
め

る

事
に

な

っ

た
一

の

要
因
で

あ
る

。

　
　

　
　
　

　
　
　
（
20
）

　
胎
教
は

千
数
百

年
前
に

、

中

国
よ

り

始
ま
っ

た

考

え

方
で

あ

り、

「

小

学
」

の

立

教
の

部
に

出
た

の

が

そ
の

始
ま

り

で

あ
る

。

そ
の

後
六

世
紀
半

ぽ
に

、

我
国
に

伝
わ
り

、

知

識

層
に

伝
播
さ

れ

た
が

、

迷
信
の

も
と

世

間
の

批
判
を

浴
び

た

所
で

あ
っ

た
。

し

か

し

最
近
の

人
間
形
成

を

中
心

と

し

た

医

学
の

発
達
に

よ

り
、

（

子
宮
内
医
学
の

発
達
）

妊
婦

と

胎
児
と

の

関
連
過
程
が

究
明
さ

れ
、

見
直
さ

れ
る

に

至
っ

た

の

で

あ

る
。

　
　

久
徳
重
盛

氏
引
用

　

0
母
が

動
き
胎

児
が

ゆ

す
ら
れ
る

と
、

心

音

を
感
じ
る

事
に

よ

は、

胎
児
の

　
　

情
緒
は

安
定
す
る
。

　

○
生
ま
れ

た

後、

乳
児
が

不
安
な
時

、

抱
い

て

や
る

と

か
、

心

音
を
感
じ
さ

　
　

せ

る

と

情
緒
が

安
定
し

泣
き

止
む。

　
　

ー
安
眠
す
る
と
い

う

母
子

関
係
は

胎
児
に

つ

く

ら

れ

た

も

の

で

あ．

　
　

る。

−

　

○
情
緒
的
に

母
が
悪
い

状
態
で

あ
る

と
、

そ
の

胎
児
は

出
生
後
よ

く
泣

き
、

　
　

眠
り
が

悪
く

、

下

痢
し

や

す
く

、

哺
乳
も
悪
く

、

体
重
も

増
え
に

く
い

状

　
　

態
が

続
く

。

　

○
胎
児
に

話
し

か

け
る

事
に

よ

っ

て
、

創
造
行
為
の

中
枢
が

刺

激
さ

れ、

知
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一Eleotronlo 　Llbrary 　



Komazawa University

NII-Electronic Library Service

Kom 三1z 三1w 三1　 Umversrty

　
能
指
数
の

よ
い

子
に

な

る

可
能
性
が

あ
る
と
い

う

見
解
も

あ
る。

○
子
ど

も
は

六
才

迄
に

人
間
の

基
礎
を

、

十
五

才
迄
に

成
人
の

基
礎
が
つ

く

　
ら
れ
る

と
い

う
。

人
間

形
成
医

学
の

立

場
か

ら

し

て
、

こ

の

点
を

念
頭
に

入

れ

る

事
は

何

等
か

の

ヒ

ン

ト

に

な

ろ

う
。

　
先
に

登
校
拒
症
否
を

述
べ

る

に

当
っ

て
、

「

こ

の

世
の

中
に

お

い

て

一

番
ス

ト

レ

ス

を
、

醸
し

出
す
所
の

敵
は

受
験
戦
争
で

あ

る
。

」

と
い

う

事
を

記
し

た
。

し

か

し
、

現
代
社
会
に

於
け
る
ス

ト

レ

ス

源
は

、

そ

れ
だ

け
で

は

な
い

。

今
の

日

本
に

は
、

ス

ト

レ

ス

の

要
素
は

数
限
り
な

く

充
満
し

て

い

る
。

子
ど

も

達
は

、

昔
我
女

の

唯
一

な

る

遊
び

場
で

あ

っ

た

道
を

奪
わ

れ
、

山
野
の

緑
を

奪
わ

れ
、

自
動
車
は

氾
濫
し

、

海
や

川
、

空
気
は

汚
染
し
、

街
頭
の

騒
音
は

実
に

耳
を

蓋
う

も
の

が
あ
り

、

玩
具
や
パ

ソ

コ

ソ

ゲ

ー

ム
、

オ

！

デ
オ

等
巷
に

氾
濫
し

て

い

る

が

種
類

が

多
く

、

高
価
な
た

め

希
望
は

し

て

も、

現
実
に

手
に

す
る

事
は

出
来

な

い
。

欲
求
不
満
と
ス

ト
レ

ス

の

渦
巻
の

中
に

住
ん

で

い

る

子
ど

も
達

が
、

ど

う
に

か

な

ら

な
い

の

は

お

か

し

い

ぐ

ら
い

で

あ

る
。

し

か

も

低

年
令
に

な

る

程
、

環
境
に

弱
い

の

で
、

世
の

大
人
達
は

気
を

付
け
て

や

ら
ね

ば
な

ら

な
い

。

　
最
近
は

過
保
護
に

よ

る

退
化
現
象

が
起
っ

て

い

る

の

で
、

あ
る

場
合

に

は

そ

の

影
響
を

、

高
校
生

か

ら
大
学
生
ま
で

が

受
け
る

事
も

あ
る

。

そ

れ
に

対
す
る

予

防、

対
処
の

方
法
も

、

も
つ

と

接
極

的
に

考
え

る

必

要
が

あ
る

と

思
う

。

先
に

述
べ

た

よ

う
に

、

そ
の

遠
因
は

、

幼
児

、

更

少
年
指

導
を
め

ぐ
る

心

的
相
互

作
用
の

考
察
（

和
田
）

に

胎
児
の

頃
に

遡
る

と
い

う
か

ら
、

現

在
で

は

不

可
能
か

も

知

れ

ぬ

が
、

今
後
の

人
達
の

た
め

に
、

そ

う
は

い

っ

て

い

ら
れ
な

い
。

こ

の

様

な

人
の

た
め

に
、

余
分
な
ス

ト

レ

ス

に

は

遭
遇
し

な
い

よ

う
に

除
去
す

る

事
で

あ
る

。

　

現
代
の

子
ど

も
達
は、

欲
望
的
で
コ

ン

ト

ロ

ー

ル

に

欠
け

、

一

般
に

耐

性
に

弱
い

と
い

わ

れ
て

い

る

が
、

こ

れ
は

欲
求
不

満
の

諸
要
素
が

多

く
、

し

か

も

強
く
な
っ

た

事
に

よ

る

と

考
え

ら
れ

る
。

物
事
に

耐
え

る

力

を
つ

け
る

と
い

っ

て

も、

人
間

は

心

身
一

体
（

身
心
一

如
）

の

動
物

で

あ
る

。

情
緒
と

身
体
の

耐

性
に

応
ず
る

事
が

必

要
で

あ
る
。

生

物
は

環

境
に

応
じ
て

、

そ

れ
に

適
応
す
る

事
の

出

来
る

素
質

を

持
っ

て

い

る
。

身
体
的、

生
理

的
な

働
き
に

依
っ

て

順
応
へ

の

耐

性
を

高
め

る

事

が

出
来
る

の

で

あ
る

、

危

険
の

状
態
に

遭
遇
し

た

場
合
に

は
、

誰
し

も

恐
れ
の

姿
を

現
わ

す
で

あ

ろ

う
。

そ
の

恐
れ

の

姿

は
、

表
情

や

身
振

り
、

言

語
に

よ

っ

て

表
わ
さ

れ
、

そ
の

表
現
を

通
し

て

回

避
す
る

事
も

出
来
る

の

で

あ
る

。

現
代
の

迷
え
る

弱
き
少
年
達
に

も

適
応
性
に

強
い

精
神
と

肉
体
を

植
え
つ

け
て

お

か

ね

ぽ
な

ら

な
い

。

　
日
本
の

社
会
は

、

い

ず
れ
か

と
い

う
と

、

欲
望
を

刺
激
し

、

青
少
年

の

気
風
に

自
由
放
任
す
る

所
の

立

場
が
そ

ろ
っ

て

い

る
。

特
に

物
質
経

済
に

よ

っ

て
、

繁
栄
を

獲
得
し

た

現
在
に

於
て

は
、

精
神

的
な

欠
乏
は

は

な
は

だ
し

い
。

悩
み
や

欲
求
不

満
に

対
し

て
、

そ
の

悩
み

や

欲
求
を

あ
る

程

度
満
た

し

て

や
る

事
も
必
要
な

事
で

あ
る

け

れ
ど

も
、

或
時
に

は
、

小
さ

な

欲
求
不

満
に

対
し

て

は
、

そ
れ

に

当
面
し

て

動
ず
る

事
の

七
三
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少
年
指
導
を
め

ぐ
る
心

的
相
互

作
用
の

考
察
（

和
田
）

無
い

忍
耐
力

を

養
う

事
も

大
切
な

事
で

あ
る

。

真
に

健
全

な

人
間
形
成

の

た
め

に

は
、

我
慢
す
る

心

の

み
で

は

無
く

、

こ

れ

を

克
服

す
る

意
欲

を

持
た

せ
、

生
き
が
い

を

持
た

せ

る

事
で

あ
る

。

　

心
の

教
育
が

無
視
さ
れ

る

と
、

物
事
を
信
ず
る

心

が

低

下
し

、

他
人

に

対
し

て

疑
の

眼
を

向
け

、

人
を
信
ぜ

ず
無
関
心

、

無
感
動
の

人
と

な

っ

て

し

ま

う

事
は

必
至
で

あ

る
。

ス

ト

レ

ス

に

対
し

て

強
い

子
ど

も
、

ス

ト

レ

ス

に

対
し

て

弱
い

子

ど
も

、

子
ど

も

達
の

生
育
歴
と

子
ど
も
の

心
に

関
す
る

発
達
上
の

諸
間

題
が

、

相

互
に

左
右
し

て

決
定

付
け
ら

れ

る

の

で

あ
る

。

註
（

1
）

　
紛

江
川
鋏
成

「

ス

ト

レ

ス

解
消
の

心
理

学
」

児
童
心
理

第
四

十
一

巻

　
　
十
一

号
、

昭
和
六

十
二

年、

金
子
書
房
発
行
六

十
八

頁

　
　
 

伊
藤
友
宣

「

受
験
戦
争
と

子
ど

も
の

ス

ト

レ

ス
」

教
育
心

理
第
三
＋

　
　
一

巻
第
三

号
昭
和
五

十
八

年
日
本

文
化
科
学
社
発
行
一

九
九

頁

（

2
）

　

高
木
俊
一

郎
「

心

身
症
の

実
際
」

教
育
心

理
第
二

十
七

巻
第
七

号
昭

　
　
和
五
十

四
年
発
行
五

ご

二

頁

（

3
）

　
軾

臆
鏃
鹸

「

心

身
医
学
的
立

場
か

ら
み

た

心

身
症
患
者
の

感
性
に

つ

い

　
　
て
」

教
育
と
医

学

第
三

十
七

巻
十
号
慶
愈
通
信
KK

発
行
四

十
三

頁

（

4
）

久

徳
重
盛
「

子

供
の

心

身
医
学
」

教
育
心

理
第
二

十

七

巻
第
七

号
昭

　
　
和
五
十
四

年
発
行
五
｝

五

頁

（

5
）

　
高
橋
良
臣
鶴
幡
賊

鋤
鰤

栖
働

励
勍

励

儲

妙
e

嫡
ち

少
年
補

導

第
二

十
八

巻

雛

　
　
五

号
昭

和
五

十
八

年
大
阪

少
年
補
導
協
会
発
行
八

頁

（

6
）

　

住亠
不
士
口

童・

コ
九

日μ
病
の

低
年
令
化
」

教
育
心
理
鱗
即

二

十
六

巻
第
五
魁

 

七
四

　
　
昭
和

五

十
三

年
発
行
｛

五

頁

（

7
）

　
後
藤
秀
爾
「

登
校
拒
否
と

家
庭
内
暴
力
」

教
育
心
理
・

第
三

十
二

巻

　
　

第
五

号
、

昭

和
五

十
九
年
発
行
四

十
六

頁

（

8
）

　
十
束
文
男
「

登
校
拒
否

指
導
で

陥
り
や

す
い

点
」

教
育
心
理
・

第
三

　
　
十
六

巻
第
七

号
昭

和
六

十
三

年
発
行
十
八

頁

（

9
）

　
末
広
晃
二

「

現
代
っ

子
の

意
欲

減
退
の

慢
行
化
」

教
育

心
理

第
二

十

　
　
六

巻
第
五

号
昭｝
和
甲
血

十
三

年
発
行
十

九習
貝

（

10
）

　
岩
井
寛
「

現

代
社
会
と

心
の

病
気
」

第
二

十
六

巻
第
十
一

号

昭
和
五

　
　
十
三

年
発
行
十
頁

（

11
）

　
土
規
隆
史
「

大
学
生
の

登
校
拒
否
」

教
育
と

医
学
第
三

十
六

巻
第
四

　
　
号

昭
和
六
十
二

二

年
発
行
四

〇
百［

（

12
）

　
窪
寺
功
「

子
ど
も
に

と
っ

て

の

ス

ト

レ

ス

症
状
」

児
童
心
理

第
四
十

　
　
一

巻
第
十
一

号
昭

和
六

十
二

年
発
行
四

二

頁

（

13
）

　
安
藤
延
男
「

大
学
生
の

意
欲
滅
退
と

留
年
」

教
育
と
医

学
第
構
十
三

　
　
巻
第
二

号
昭

和
六

十
年
発
行
五

九
頁

（

無
）

　

土
規
隆
史
「

亠
八

学
生
の

登
校
拒
否
」

細
教

育
し
ら

医
学

第一
二

∴

丁山
ハ

巻
第
四

　
　
口

万

昭
和
六

十
三

年
発
行
四

〇
頁

（

15
）

　
杉
山
善
朗
「

五

月
の

子

ど
も
の

心

理
と
生

理
」

教

育
心

理
第
二

十
六

　
　
巻
第
五

号
昭
和
五

十
三

年
発
行
六

頁

（

16
）

　
上
村
菊
朗
「

親
の

過
保
護
と
五

月
病
」

教

育
心
理

第
二

十
六

巻
第
五

　
　
号
昭
和
五

十・
ご

窟
†

発
行
二

十・
六

頁

（

∬
）

　

藤
原
畷
脚

蛔
脚

「

ス

ト・
レ

ス

に

強
い

ヱ
丁

・
加

羽

い

子
一

　

教
育
心

理

第一
二

十
論
ハ

　
　
巻
第
↓
ハ

号
昭
和
六

十
ご

蕊
＋

発
行冖
二

十
五

百ハ

（

娼
）

谿
木

欝

享
ど

も
に

お

け

る
ス

ト

・

ス

の

発
生

・

カ
ニ

ズ

ム
」

児

　
　
出

思

心
種伍
第
四［
十
一

巻紬
第

十
一

号
昭

和
亠

ハ

十
二

年
発
行一
二

十一
二

頁

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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（

19
）

　
高
橋

良
臣
「

登

校
拒
否
へ

の

対
応
」

少
年
補
導
第
三

十
二

巻
第
五

号

　
　
昭

和
六
十
二

年
発
行
六

頁

（

20
）

　
多
田

裕
「

胎
児
の

人
間
生

態
学
」

教
育
と

医
学

第
三
十
四

巻
第
十
一

　
　
号
昭
和
六

十
一

年
発
行
五

頁

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe

Kom 三1z 三1w 三1　 Umversrty

少
年
指
導
を
め

ぐ
る

心
的
相
互
作
用
の

考
察
（

和
田
）

七
五


